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C[−1, 1]において，|| · ||∞, || · ||1における xn+1の Span{1, x, . . . , xn}からの最良近似をそれぞ
れ p(x), q(x)としたとき，xn+1−p(x), xn+1−q(x)はそれぞれ第一種チェビシェフ多項式，第二種
チェビシェフ多項式の定数倍になることはよく知られている．本研究では，このことの一般化を
考えてみた．U={1, u1, . . . , un, . . . }が [a, b]で連続微分可能な関数からなる無限完全チェビシェ
フ系であり，U ′={u′1, u′2, . . . , u′n, . . . }が無限完全チェビシェフ系 (各 n ∈ Nについて，任意の相
異なるn個の [a, b]の点xi, i = 1, 2, . . . , nについて，n次の行列式det(u′i(xj)) ̸= 0, j = 1, 2, . . . , n
となる関数系 ) であるものとし，C1[a, b]上のノルムとして，次の vkノルム (1 ≤ k ≤ ∞)を導
入する：
任意の f ∈ C[a, b]に対して，





∣∣∣∣a ≤ α1 < β1 ≤ · · · ≤ αk < βk ≤ b
}
(1 ≤ k <∞)




このとき，各 un+1, n = 0, 1, 2, . . . について，Span{1, u1, . . . , un}からの vkノルムにおける最良
近似 pを考え，pが一意的であるとき，un+1 − pを (n + 1)次 (n ≥ 0)(U , vk)−チェビシェフ多
項式とよぶことにする．v1ノルムと v∞ノルムにおいては，各 un+1, n = 0, 1, 2, . . . について，
Span{1, u1, . . . , un}からの最良近似の一意性はすでに保証されている．特に {1, u1, . . . , un, . . . }
がC1[−1, 1]における {1, x, . . . , xn, . . . }であるときは，xn+1の v1ノルムにおけるSpan{1, x, . . . ,
xn, . . . }からの最良近似 rnと，xn+1の v∞ノルムにおける Span{1, x, . . . , xn, . . . }からの最良近
似 snは等しく，
xn+1 − rn(= xn+1 − sn) = 1
2n
(Tn+1(x)− Tn+1(−1))
である．ただし，Tn+1(x)は (n + 1)次の第一種チェビシェフ多項式である．今回の研究では，
上で述べた無限関数系Uにおいて，各 n = 0, 1, . . . について (n+1)次 (U , v1)−チェビシェフ多
項式 pn+1と，(n+1)次 (U , v∞)−チェビシェフ多項式 qn+1が等しいならば，(n+1)次 (U , vk)−
チェビシェフ多項式 (1 < k <∞)を考えることができ，pn+1(= qn+1)に一致するという結果が
得られた．
